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伊
藤
博
明
著
『
ヘ
ル
メ
ス
と
シ
ビ
ュ
ラ
の
イ
コ
ノ
ロ
ジ
ー
』

　
ー
シ
エ
ナ
大
驚
鎌
舗
床
に
見
る
ル
ネ
サ
ン
ス
期
イ
タ
リ
ア
の
シ
ン
ク
レ
テ
ィ
ズ
ム
研
究
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
あ
り
な
書
房
、
一
九
九
二
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
阿
　
部
　
　
　
包

　
ウ
ン
ブ
リ
ア
や
ト
ス
カ
ー
ナ
地
方
に
は
中
世
・
ル
ネ
サ
ン
ス
の

面
影
を
色
濃
く
と
ど
め
る
街
が
幾
つ
も
残
っ
て
い
る
。
ペ
ル
…
ジ

ア
、
ア
ッ
シ
ジ
、
シ
エ
ナ
、
そ
し
て
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
等
。
中
で
も

シ
エ
ナ
の
ド
ウ
オ
ー
モ
の
扉
を
押
し
開
け
て
堂
内
に
一
歩
足
を
踏

み
入
れ
た
者
は
、
そ
こ
に
展
開
す
る
舗
床
の
意
匠
に
あ
る
種
の
戸

惑
い
を
覚
え
る
に
違
い
な
い
。
「
何
故
、
カ
ト
り
ッ
ク
の
ド
ウ
オ
ー

モ
の
舗
床
に
ヘ
ル
メ
ス
・
ト
リ
ス
メ
ギ
ス
ト
ス
と
シ
ビ
ュ
う
た
ち

な
の
か
？
・
扁
と
。
い
わ
ば
〈
異
教
趣
味
〉
と
も
と
れ
る
世
界
が
床
　

面
に
広
が
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
平
た
く
言
え
ば
、
こ
の
素
朴
な
疑
問
に
答
え
る
こ
と
、
或
い
は

こ
の
謎
解
き
を
す
る
こ
と
、
そ
れ
が
本
書
の
目
的
で
あ
る
。
著
者

自
身
は
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
に
よ
る
イ
コ
ノ
ロ
ジ
…
の
定
義
を
利
用
し

つ
つ
、
　
「
シ
エ
ナ
大
聖
堂
髪
床
の
ヘ
ル
メ
ス
像
と
シ
ビ
ュ
ラ
像
の

『
内
在
的
意
味
す
な
わ
ち
内
容
』
（
言
仲
鼠
p
ω
8
　
ヨ
①
鋤
巴
嵩
ひ
Q
　
o
吋

o
O
導
①
葺
）
を
、
ル
ネ
サ
ン
ス
期
イ
タ
リ
ア
に
固
有
な
あ
る
思
想
的

な
根
本
的
原
理
（
哲
学
的
一
宗
教
的
シ
ン
ク
レ
テ
ィ
ズ
ム
）
を
確

証
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
把
握
す
る
こ
と
」
と
そ
れ
を
表
現
す
る
。

そ
し
て
、
そ
の
際
必
然
的
に
要
請
さ
れ
る
二
つ
の
視
座
と
し
て
、

「
シ
エ
ナ
大
聖
堂
舗
床
の
ヘ
ル
メ
ス
像
と
シ
ビ
ュ
ラ
像
を
、
哲
学
・

宗
教
・
文
学
・
美
術
を
含
ん
だ
一
つ
の
歴
史
的
レ
ミ
ニ
サ
ン
ス
の

集
積
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
」
と
「
そ
れ
ら
の
像
を
、
ル
ネ
サ
ン
ス

と
い
う
時
代
が
内
に
孕
ん
で
い
た
思
想
史
的
可
能
性
の
～
つ
の
集

約
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
」
（
一
三
頁
）
と
を
上
げ
て
い
る
。

　
こ
こ
で
評
者
の
印
象
を
先
に
記
せ
ば
、
少
な
く
と
も
こ
れ
ら
二

つ
の
視
座
は
常
に
意
識
さ
れ
続
け
て
い
る
し
、
先
の
鼠
的
も
か
な

り
高
い
レ
ベ
ル
で
達
せ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

先
ず
、
本
文
の
構
成
を
示
そ
う
。

1

古
代
・
中
世
に
お
け
る
ヘ
ル
メ
ス
と
シ
ビ
ュ
ラ

ー
　
ヘ
ル
メ
ス
と
『
ヘ
ル
メ
ス
文
書
』

2
　
シ
ビ
ュ
ラ
と
『
シ
ビ
ュ
ラ
の
託
豊
』

3
　
キ
リ
ス
ト
教
教
父
に
よ
る
論
究

4
　
中
世
に
お
け
る
伝
承
と
創
意
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1
1

III

ル
ネ
サ
ン
ス
に
お
け
る
ヘ
ル
メ
ス
と
シ
ビ
ュ
ラ

5
　
ヘ
ル
メ
ス
の
再
生
と
流
伝

6
　
シ
ビ
ュ
ラ
の
受
容
と
変
成

7
　
ヘ
ル
メ
ス
主
義
の
興
隆

8
　
シ
ビ
ュ
ラ
の
造
形
表
現

シ
エ
ナ
大
聖
堂
に
お
け
る
ヘ
ル
メ
ス
と
シ
ビ
ュ
ラ

傷
　
哲
学
的
1
1
宗
教
的
〈
危
機
〉
、

10

@
シ
ビ
ュ
ラ
の
イ
コ
ノ
ロ
ジ
ー

11

@
ヘ
ル
メ
ス
の
イ
コ
ノ
ロ
ジ
ー

12

@
哲
学
的
一
宗
教
的
シ
ン
ク
レ
テ
ィ
ズ
ム

　
他
に
、
本
文
の
前
に
序
が
、
本
文
の
後
に
註
、

献
、
固
有
名
索
引
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

あ
と
が
き
、
文

　
シ
エ
ナ
の
ヘ
ル
メ
ス
像
に
つ
い
て
は
比
較
的
よ
く
知
ら
れ
て
い

る
。
　
「
乏
い
幡
子
を
被
り
、
オ
リ
エ
ン
ト
風
の
衣
装
を
身
に
ま
と

い
、
豊
か
な
髭
を
た
く
わ
え
た
老
人
」
。
ス
コ
ッ
ト
編
纂
の
『
ヘ
ル

メ
テ
ィ
カ
』
第
一
巻
や
F
・
イ
エ
イ
ツ
の
名
著
『
ジ
ョ
ル
タ
ー
ノ
・

ブ
ル
ー
ノ
と
ヘ
ル
メ
ス
的
伝
統
』
の
フ
ロ
ン
ト
・
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お

馴
染
み
な
の
は
著
者
が
序
で
（
八
～
九
頁
）
紹
介
し
て
い
る
通
り

だ
し
、
わ
が
国
で
は
荒
井
献
・
柴
田
有
訳
『
ヘ
ル
メ
ス
文
書
質
朝

日
出
版
社
、
一
九
八
○
年
）
の
カ
バ
ー
を
飾
っ
て
い
た
の
を
記
憶
し

て
い
る
方
も
少
な
く
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
ド
ウ
オ
ー
モ
と
ヘ

ル
メ
ス
と
の
関
係
は
紹
介
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。
ま
し
て
や
簡

サ
イ
ド
に
居
並
ぶ
一
〇
体
の
シ
ピ
ュ
う
た
ち
に
つ
い
て
は
な
お
さ

ら
で
あ
る
。

　
実
際
に
ド
ゥ
オ
…
モ
の
舗
床
に
シ
ビ
ュ
ラ
が
「
再
生
」
す
る
の
は

…
四
八
二
年
（
五
体
〉
、
八
三
年
（
五
体
）
で
あ
り
、
ヘ
ル
メ
ス
が

「
再
生
」
す
る
の
は
遅
れ
て
一
四
八
八
～
八
九
年
で
あ
っ
た
。
時
の

大
聖
堂
管
理
局
監
督
官
は
ア
ル
ベ
ル
ト
・
ア
リ
ン
ギ
エ
ー
リ
。
シ

エ
ナ
で
た
だ
一
入
の
聖
ヨ
ハ
ネ
騎
士
団
興
で
あ
る
。
個
々
の
作
者

に
つ
い
て
も
著
者
は
管
理
局
文
書
館
の
「
出
納
報
告
書
」
に
関
す
る

最
近
の
研
究
に
基
づ
き
な
が
ら
同
定
・
推
定
を
行
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
ヘ
ル
メ
ス
や
そ
れ
ぞ
れ
の
シ
ビ
ュ
ラ
に
添
え
ら
れ
た
イ

ン
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
と
託
宣
の
子
細
な
検
討
を
通
し
て
、
そ
こ
に
、

「
ヘ
ル
メ
ス
と
シ
ビ
ュ
ラ
に
た
い
す
る
ラ
ク
タ
ン
テ
ィ
ウ
ス
の
態

度
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、
そ
れ
を
自
ら
の
議
論
の
中
で
発
展
さ
せ

た
」
フ
ィ
チ
ー
ノ
の
イ
タ
リ
ア
・
ル
ネ
サ
ン
ス
期
に
お
け
る
圧
倒

的
な
影
響
力
を
確
認
し
て
い
る
。
　
「
ラ
ク
タ
ン
テ
ィ
ウ
ス
と
フ
ィ
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チ
…
ノ
は
ヘ
ル
メ
ス
と
シ
ビ
ュ
ラ
を
と
も
に
キ
リ
ス
ト
教
を
予
言

す
る
老
と
し
て
理
解
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
が
シ
エ
ナ

大
聖
堂
々
床
を
読
み
解
く
さ
い
の
蔚
提
と
な
っ
て
い
る
」
。
そ
こ
に

描
か
れ
た
「
ヘ
ル
メ
ス
は
『
霊
に
お
い
て
生
ま
れ
た
神
の
子
』
、
す

な
わ
ち
宇
宙
論
馬
力
と
し
て
の
キ
リ
ス
ト
を
、
ま
た
シ
ビ
ュ
う
た

ち
は
『
肉
に
お
い
て
生
ま
れ
た
神
の
子
』
、
す
な
わ
ち
受
試
し
た
キ

リ
ス
ト
を
、
そ
れ
ぞ
れ
予
即
し
て
い
る
縣
の
で
あ
る
（
二
四
～
頁
）
。

著
者
に
こ
の
よ
う
な
洞
察
を
与
え
た
の
は
、
ラ
ク
タ
ン
テ
ィ
ウ
ス

の
『
神
学
体
系
』
の
記
述
と
フ
ィ
チ
ー
ノ
の
議
論
（
『
ピ
マ
ン
デ
ル
』

の
「
要
旨
偏
や
『
キ
リ
ス
ト
教
に
つ
い
て
』
）
の
考
察
で
あ
っ
た
。

　
そ
し
て
ド
ウ
オ
ー
モ
の
舗
床
に
図
像
と
し
て
定
着
し
た
こ
の
よ

う
な
異
教
と
キ
リ
ス
ト
教
と
の
シ
ン
ク
レ
テ
ィ
ズ
ム
の
思
想
的
母

胎
或
い
は
時
代
精
神
と
し
て
「
哲
学
的
一
宗
教
的
シ
ン
ク
レ
テ
ィ

ズ
ム
」
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
勿
論
、
主
要
な
論
及
は
フ
ィ
チ
ー
ノ

及
び
ピ
コ
で
あ
る
が
、
む
し
ろ
重
要
な
の
は
爾
教
ア
ン
ト
ニ
オ
・

デ
リ
・
ア
リ
（
一
四
〇
〇
頃
～
～
四
七
七
）
の
写
本
『
信
仰
の
根
拠

に
つ
い
て
』
の
紹
介
で
あ
ろ
う
。
「
生
涯
を
実
際
的
な
教
会
入
と
し

て
過
ご
し
た
」
ア
リ
が
フ
ィ
チ
ー
ノ
や
ピ
コ
と
同
じ
時
代
精
神
の

体
現
者
で
あ
る
こ
と
の
指
摘
で
あ
る
。

　
こ
の
シ
ン
ク
レ
テ
ィ
ズ
ム
が
解
決
し
よ
う
と
し
た
一
五
世
紀
後

半
の
「
哲
学
的
一
宗
教
的
〈
危
機
〉
」
（
ゲ
ミ
ス
ト
ス
・
プ
レ
ト
ン
、

ベ
ッ
サ
リ
オ
ン
、
サ
ヴ
ォ
ナ
ロ
ー
ラ
）
を
論
じ
て
い
る
箇
所
で
も

う
一
つ
重
要
な
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
一
四
八
四
年
四

月
に
ロ
…
マ
に
登
場
し
た
預
言
国
風
の
人
物
、
「
口
前
ネ
ス
・
メ
ル

ク
リ
ウ
ス
・
コ
リ
ジ
オ
」
と
名
乗
る
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ラ
ダ
・
コ
レ
ッ
ジ

ョ
に
つ
い
て
で
あ
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
「
中
世
後
期
に
出
現
し
た

『
預
言
者
』
た
ち
と
同
様
な
、
神
的
な
啓
示
を
受
け
た
入
物
だ
っ
た
」

ら
し
い
。
し
か
し
、
「
注
目
す
べ
き
は
、
フ
ィ
チ
ー
ノ
が
『
ピ
マ
ン

デ
ル
』
の
『
要
旨
』
に
お
い
て
述
べ
て
い
た
、
『
キ
リ
ス
ト
に
つ
い
て

予
善
西
し
た
ヘ
ル
メ
ス
』
と
い
う
観
念
が
一
般
の
信
徒
に
も
漫
透
し

て
い
た
と
い
う
点
で
あ
る
」
（
一
九
七
頁
）
。
そ
し
て
、
　
四
八
四

年
の
彼
の
説
教
が
一
人
の
桂
冠
詩
人
を
「
ヘ
ル
メ
ス
主
義
者
」
に
転

向
さ
せ
た
。
L
・
ラ
ザ
レ
ッ
リ
で
あ
る
。
彼
は
、
「
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ

の
影
を
宿
し
た
、
い
わ
ば
『
預
言
』
的
著
作
」
　
『
ヘ
ル
メ
ス
の
ク
ラ

テ
ー
ル
』
を
残
し
た
。
時
期
は
あ
た
か
も
ド
ゥ
オ
…
モ
に
ヘ
ル
メ
ス

が
描
か
れ
た
時
期
で
あ
っ
た
。

　
ア
リ
の
件
と
い
い
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
や
し
・
ラ
ザ
レ
ッ
リ
の
件
と

い
い
、
実
際
の
教
会
人
や
一
般
民
衆
の
レ
ベ
ル
で
い
か
に
ヘ
ル
メ
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ス
や
シ
ビ
ュ
ラ
が
キ
リ
ス
ト
教
と
合
致
す
る
予
言
者
と
し
て
受
け

，
入
れ
ら
れ
て
い
た
か
を
物
語
っ
て
い
る
（
さ
ら
に
、
　
一
四
五
四
年

の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
守
護
聖
人
洗
礼
者
ヨ
ハ
ネ
の
祭
日
に
野
外
祝

典
の
山
車
上
に
現
れ
た
キ
リ
ス
ト
を
予
言
す
る
ヘ
ル
メ
ス
と
シ
ビ

ュ
ラ
（
八
八
頁
）
を
加
え
よ
う
）
。

　
以
上
は
、
本
書
の
表
題
と
直
接
的
に
関
連
す
る
m
の
概
略
で
あ

る
が
、
1
、
1
1
は
そ
の
前
史
で
あ
る
。
1
は
、
古
代
に
お
け
る
ヘ

ル
メ
ス
と
シ
ビ
ュ
ラ
の
起
源
か
ら
説
き
起
こ
し
、
さ
ら
に
古
代
・

中
世
に
お
け
る
そ
れ
ち
の
変
遷
と
受
容
史
を
一
次
資
料
に
基
づ
い

て
丹
念
に
跡
づ
け
る
。
1
1
は
ル
ネ
サ
ン
ス
に
お
け
る
ヘ
ル
メ
ス
の

再
生
と
ヘ
ル
メ
ス
主
義
の
興
隆
を
、
さ
ら
に
造
形
表
現
を
中
心
に

シ
ビ
ュ
ラ
受
容
を
論
じ
る
。
「
独
特
の
シ
ン
ク
レ
テ
ィ
ズ
ム
偏
を
示

す
ヘ
ル
メ
ス
文
書
群
の
成
立
（
『
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
』
！
）
。
そ
し
て

固
有
名
詞
か
ら
普
通
名
詞
に
（
単
数
か
ら
複
数
へ
）
変
遷
を
遂
げ
、

ロ
ー
マ
の
作
家
ウ
ァ
ロ
に
至
っ
て
一
〇
人
の
リ
ス
ト
に
結
実
す
る

シ
ビ
ュ
う
た
ち
（
ロ
ー
マ
社
会
に
お
け
る
シ
ビ
ュ
ラ
の
予
言
集
の

成
立
か
ら
焼
却
に
い
た
る
興
味
深
い
顕
末
や
後
に
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ

ヌ
ス
に
よ
っ
て
一
部
が
ラ
テ
ン
訳
に
よ
っ
て
引
用
さ
れ
る
ー
イ
エ

ス
・
キ
リ
ス
ト
を
指
し
示
す
ア
ク
ロ
ス
テ
ィ
ッ
ク
！
1
『
シ
ビ
ュ

ラ
の
託
宣
㎞
も
勿
論
紹
介
さ
れ
て
い
る
）
。

　
ヘ
ル
メ
ス
と
シ
ビ
ュ
ラ
の
受
容
史
に
重
要
な
役
割
を
演
じ
る
キ

リ
ス
ト
教
教
父
に
つ
い
て
結
論
的
に
言
え
ば
「
ラ
ク
タ
ン
テ
ィ
ウ

ス
が
自
己
の
キ
リ
ス
ト
教
弁
証
論
に
お
い
て
『
ヘ
ル
メ
ス
文
書
』
と

『
シ
ビ
ュ
ラ
の
託
宣
』
を
十
分
に
活
用
し
た
こ
と
が
、
そ
の
後
の
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
文
化
に
お
け
る
ヘ
ル
メ
ス
と
シ
ビ
ュ
ラ
の
受
容
偏
史
に

「
計
り
知
れ
な
い
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
偏
な
っ
た
（
四
九
～
五
〇

頁
）
。
キ
リ
ス
ト
を
予
言
す
る
シ
ビ
ュ
ラ
と
い
う
点
で
は
、
ア
ウ
グ

ス
テ
ィ
ヌ
ス
や
ウ
ェ
ル
ギ
リ
ウ
ス
『
詩
聖
』
第
四
歌
も
重
要
な
影

響
を
与
え
る
が
、
ヘ
ル
刃
ス
を
も
同
等
に
評
価
す
る
と
い
う
点
で

ラ
ク
タ
ン
テ
ィ
ウ
ス
の
影
響
は
ま
さ
に
計
り
知
れ
な
い
の
で
あ
る
。

彼
は
ル
ネ
サ
ン
ス
期
イ
タ
リ
ア
に
お
い
て
も
圧
倒
的
な
人
気
を
博

し
た
（
八
六
頁
）
。
そ
し
て
フ
ィ
チ
ー
ノ
は
彼
の
権
威
に
拠
り
な
が

ら
「
ヘ
ル
メ
λ
を
シ
ビ
ュ
ラ
と
並
ぶ
キ
リ
ス
ト
教
の
混
書
者
と
し

て
復
活
さ
せ
た
」
の
だ
っ
た
（
二
四
一
頁
）
。
シ
ビ
ュ
ラ
の
図
像
表
現

に
つ
い
て
も
著
者
は
中
世
か
ら
ル
ネ
サ
ン
ス
に
至
る
ま
で
多
く
の

図
版
を
駆
使
し
な
が
ら
、
そ
の
受
容
と
変
遷
を
丹
念
に
辿
り
、
解

読
を
試
み
て
い
る
（
1
4
、
1
1
8
、
参
照
）
。

　
評
者
は
1
4
、
1
1
5
、
1
1
7
な
ど
の
叙
述
に
特
に
著
者
の
面
目
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躍
如
た
る
も
の
を
感
じ
た
が
、
他
の
叙
述
を
も
含
め
て
本
書
は
ま
、

さ
に
ル
ネ
サ
ン
ス
記
述
に
ふ
さ
わ
し
い
〈
榑
引
割
証
〉
を
一
つ
の
重

要
な
方
法
と
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
紹
介
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
指
摘
は
ま
だ
多
く
残
づ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
著
者
自
身
の

結
論
を
引
い
て
お
こ
う
（
二
五
九
頁
）
。

　
　
「
シ
エ
ナ
大
聖
堂
舗
床
に
描
か
れ
た
ヘ
ル
メ
ス
と
シ
ビ
ュ
ラ

　
　
は
、
そ
の
基
本
構
想
に
お
い
て
、
ラ
ク
タ
ン
テ
ィ
ウ
ス
の
『
神

　
　
学
体
系
聴
の
記
述
に
拠
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
構
想
が
採

　
　
用
さ
れ
る
に
あ
た
っ
て
は
、
背
景
に
一
五
世
紀
に
お
け
る
シ

　
　
ビ
ュ
ラ
の
図
像
の
普
及
が
あ
り
、
ま
た
フ
ィ
チ
ー
ノ
訳
輪
ピ

　
　
・
マ
ン
デ
ル
』
に
端
を
発
す
る
ヘ
ル
メ
ス
主
義
の
興
隆
と
ヘ
ル

　
　
メ
ス
主
義
的
預
言
者
の
出
現
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
そ
こ
に
は
、

　
　
フ
ィ
チ
…
ノ
の
教
説
か
ら
の
直
接
的
な
影
響
も
う
か
が
わ
れ

　
　
た
。
し
か
し
、
フ
ィ
チ
ー
ノ
の
、
そ
し
て
ピ
コ
・
デ
ッ
ラ
・
ミ

　
　
ラ
ン
ド
ラ
の
哲
学
的
一
宗
教
的
シ
ン
ク
レ
テ
ィ
ズ
ム
（
墨
壷

　
　
主
義
）
の
壮
大
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
照
ら
し
て
見
る
な
ら
ば
、
シ

　
　
エ
ナ
大
聖
廃
職
床
に
描
か
れ
た
ヘ
ル
筆
入
と
シ
ビ
ス
ラ
は
、

　
　
そ
の
ご
く
一
部
を
実
現
し
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
と
言
わ
ざ
る

　
　
を
え
な
い
。
と
は
い
え
、
こ
の
哲
学
的
一
宗
教
的
シ
ン
ク
レ

　
　
テ
ィ
ズ
ム
な
し
に
は
、
ヘ
ル
メ
ス
と
シ
ビ
ュ
・
ラ
が
描
か
れ
え

　
　
な
か
っ
た
こ
と
も
ま
た
事
実
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
あ
る
特

　
　
定
の
時
と
場
所
に
お
い
て
の
み
可
能
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、

　
　
哲
学
的
一
宗
教
的
〈
危
機
〉
の
解
決
を
プ
ラ
ト
ン
・
ア
カ
デ
ミ

　
　
ア
の
シ
ン
ク
レ
テ
ィ
ズ
ム
に
求
め
た
、
一
五
世
紀
後
半
の
ト

　
　
ス
カ
ナ
地
方
に
お
い
て
の
み
可
能
な
事
件
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
実
際
、
ヘ
ル
メ
ス
は
爾
来
、
ボ
ル
ジ
ア
家
の
部
屋
（
ヴ
ァ
テ

　
　
ィ
カ
ン
）
の
壁
．
緻
以
外
に
は
見
い
だ
さ
れ
ず
、
無
論
キ
リ
ス
ト

　
　
教
の
聖
堂
内
に
描
か
れ
る
こ
と
は
一
切
な
か
っ
た
。
」

　
最
後
に
、
岡
暁
代
に
現
れ
た
預
言
島
風
の
人
物
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ

と
司
教
ア
ン
ト
ニ
オ
・
デ
リ
・
ア
リ
に
間
す
る
紹
介
・
考
察
が
、
彼

ら
の
重
要
性
に
比
し
て
不
十
分
で
あ
る
よ
う
な
印
象
を
受
け
た
。

そ
れ
か
ら
、
昏
夢
が
意
外
に
多
い
。
プ
リ
ュ
ギ
ア
が
か
な
り
の
箇

所
で
ピ
ュ
リ
ギ
ア
と
な
っ
て
い
る
し
、
三
三
頁
一
一
行
醤
「
古
代

の
東
ア
ジ
ア
」
は
文
脈
か
ら
し
て
余
り
に
唐
突
だ
ろ
う
。
「
キ
リ
ス

ト
教
父
」
と
い
う
表
記
も
「
キ
リ
ス
ト
教
教
父
」
か
「
教
父
」
と
す

べ
き
。
総
じ
て
、
人
名
・
地
名
に
不
注
意
ミ
ス
が
多
い
。
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